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授業内容 

音声（声）とは何だろうか？音声はどのように作られている

のだろうか？「か」や「さ」には「が」「ざ」といった濁音が

あるが、「あ」や「ま」などにはなぜ濁音がないのだろうか？

発声や発音のしくみについて理解を深めていく。 科目概要 

到達目標 
1.発声や発音の仕組みについて理解する。 
2.標準的な現代日本語の音声における母音・子音・アクセント
などの特徴を理解する。 

授業計画 

（1） ガイダンス 

（2） 音声と音声学 

（3） 子音① 

（4） 子音② 

（5） 子音③ 

（6） 母音 

（7） 現代共通日本語の音声① 

（8） 現代共通日本語の音声② 

（9） 音節とモーラ 

（10）アクセント① 

（11）アクセント② 

（12）イントネーションとプロミネンス 

（13）リズムとポーズ 

（14）音素と音素論 

（15）まとめ 

事前学習 
・「使用教材・参考文献」を前もって読んでおくこと。 

・意味のわからない用語は辞書等で事前に調べておくこと。 自学自習 

事後学習 授業内容をよく復習すること。 

使用教材・ 

参考文献 

【教】斎藤純男『日本語音声学入門 改訂版』三省堂、2006年、 

ISBN 4385345880 

【参】松崎寛・河野俊之『よくわかる音声』（CD付）アルク、1998年、 

ISBN 4872349415 

成績評価方法

と基準 

＜基準＞発声・発音のしくみや、日本語の音声における子音・母音・アクセ
ントなどの基礎的なことが習得できている。現代共通日本語の音声
の特徴などが理解できている。 

＜方法＞テスト70%、レポート20%、受講態度10% 

備考  




